
こ
さ
い
そ
う
いつ

ぎ
ょ
う

　
伊
達
政
宗
は
、
や
や
色
眼
鏡
で

見
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

そ
の
最
大
の
も
の
は
「
天
下
へ
野

望
を
持
ち
続
け
た
」
と
考
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
実
は
政
宗
の
生
涯

を
つ
ぶ
さ
に
調
べ
て
い
く
と
逆
に

政
宗
が
天
下
を
狙
お
う
と
し
た
こ

と
は
考
え
に
く
い
状
況
が
幾
つ
も

あ
る
。
一
例
と
し
て
、
家
督
相
続

か
ら
間
も
な
い
数
え
19
の
年
、
非

戦
闘
員
を
含
む
籠
城
者
数
百
人

を
な
で
切
り
に
し
、
全
滅
さ
せ
た

小
手
森
城
（
福
島
県
二
本
松
市
）

の
戦
い
は
、
母
の
兄
で
あ
る
最
上

義
光
に
戦
果
を
誇
り
、
こ
の
ま
ま

な
ら
関
東
も
た
や
す
く
手
中
に
で

き
る
と
記
し
た
手
紙
が
あ
り
、
そ

の
冷
酷
非
情
と
野
心
を
示
す
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
手
紙
は
、
家
督
を
継
い

で
ま
も
な
く
の
勝
利
に
高
揚
す
る

気
持
ち
と
油
断
な
ら
な
い
叔
父
に

対
す
る
若
者
の
自
己
ア
ピ
ー
ル
が

表
れ
た
誇
張
に
あ
ふ
れ
る
も
の
。

政
宗
の
合
戦
の
多
く
は
、
外
部
の

圧
力
で
や
む
な
く
兵
を
挙
げ
、
情

報
収
集
と
分
析
の
巧
み
さ
で
辛

勝
し
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

　
政
宗
は
豊
臣
秀
吉
と
個
人
的

親
交
を
深
め
た
が
、
秀
吉
の
死

の
翌
年
に
は
長
女
五
郎
八
姫
と

徳
川
家
康
の
六
男
忠
輝
の
婚
約

を
成
立
さ
せ
、
家
康
に
服
従
す

る
と
い
う
誓
約
書
ま
で
送
っ
て

い
る
。
家
康
と
政
宗
が
強
固
な

同
盟
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

家
康
が
軍
事
拠
点
と
な
る
城
郭

の
整
備
を
江
戸
か
ら
西
に
向

か
っ
て
の
み
進
め
、
奥
羽
は
ほ

と
ん
ど
意
識
し
て
い
な
い
点
か

ら
も
明
ら
か
だ
。

　
仙
台
城
は
、
政
宗
が
家
康
の
命

で
上
杉
景
勝
と
戦
っ
て
い
た
さ
な

か
に
着
工
さ
れ
た
。
自
然
地
形
を

生
か
し
た
山
城
で

あ
り
、
城
下
に
対

す
る
南
か
ら
の
攻

撃
に
は
、
広
瀬
川
、

河
岸
段
丘
、
沢
や

湿
地
な
ど
が
防
御
線

と
し
て
想
定
さ
れ
る
。

中
堅
家
臣
の
屋
敷
よ
り
も

城
に
近
い
大
町
や
立
町
な
ど
、

米
沢
、
岩
出
山
時
代
か
ら
伊
達
家

に
仕
え
て
き
た
町
人
を
住
ま
わ
せ

た
御
譜
代
町
は
、
平
時
は
商
人
、

有
事
は
直
轄
の
武
装
集
団
に
早

変
わ
り
し
、
世
情
を
問
わ
ず
政
宗

の
支
え
と
な
っ
た
。

　
城
の
建
物
は
鎌
倉
時
代
以
来

の
由
緒
を
誇
る
大
大
名
ら
し
く
、

空
襲
で
失
わ
れ
た
大
手
門
は
建

築
当
時
の
主
流
よ
り
も
古
い
が

格
式
は
高
い
「
楼
門
」
形
式
だ
っ

た
し
、
本
丸
の
大
広
間
は
、
流

行
の
豪
華
な
装
飾
を
施
し
つ
つ

も
、
室
町
以
来
の
武
家
文
化
を

ベ
ー
ス
と
し
た
。

　
仙
台
城
へ
通
ず
る
橋
の
擬
宝

珠
に
は
、
師
匠
の
虎
哉
宗
乙
作

の
漢
詩
「
仙
人
橋
下
　
河
水
千

年
　
民
安
国
泰
　
孰
与
堯
天
」

の
詩
が
刻
ま
れ
た
。
意
訳
す
る

な
ら
「
仙
人
が
住
む
地
に
、
広

瀬
川
の
流
れ
は
永
遠
に
続
き
、

人
々
が
安
ん
じ
て
暮
ら
す
、
豊

か
な
国
。（
中
国
の
伝
説
で
理
想

の
帝
王
と
さ
れ
る
）
堯
の
楽
土

と
も
肩
を
並
べ
よ
う
か
」
と
い
っ

た
と
こ
ろ
か
。
誰
で
も
目
に
す

る
場
に
こ
う
し
た
銘
を
刻
ま
せ

た
の
は
、
領
民
へ
の
所
信
表
明

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
優
れ
た
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
と
温
故
知
新
の
人
。

私
の
政
宗
像
で
あ
る
。

　
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
き
談
話

構
成
。
聞
き
手
は
営
業
部
・
浦
田
大
輔
）

理
想
郷
仙
台
目
指
す

秀
吉・家
康
と
親
交

武
家
文
化
の
仙
台
城

時代の潮目  天下人と渡り合う

　

仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
公
の
騎
馬
像
が
仙
台

城
跡
に
戻
っ
て
き
た
。昨
年
３
月
の
地
震
で
被

害
を
受
け
て
か
ら
１
年
。東
京
都
内
で
修
復
さ

れ
た
騎
馬
像
は
仙
台
へ
の
移
送
を
終
え
、31
日

の
お
披
露
目
を
待
つ
。宮
城
・
仙
台
の
シ
ン
ボ
ル

が
再
び
雄
姿
を
見
せ
る
の
を
前
に
、政
宗
公
を

語
り
尽
く
し
た
い
。

▶▶▶Commentaly

Masamichi Kanno

特集 第2回

伊達政宗公への
思いをつづる

菅野 正道さん

かんの まさみち

Profile
郷土史家。元仙台市史編さん室長。主な著書に「せん
だい歴史の窓」（河北選書）、「昭和を走った仙台市
電」（共著、河北新報出版センター）、「伊達の国の物
語 政宗からはじまる仙台藩２７０年」（プレスアート）な
ど。仙台市出身。

郷土史研究家

“伊達の気概”
ここにあり～ ～

伊達政宗公騎馬像帰還記念企画

伊達政宗像。狩野安信筆。左上の漢詩は政宗の自作。
酒を愛した晩年の心境を詠んだ。仙台市博物館蔵

奥州仙台城絵図。幕府の命を受け仙台藩が作製した。1645年（正保2年）に描かれた
と推測され、現存する最古の仙台城下絵図。仙台市博物館蔵

　
伊
達
政
宗
公
騎
馬
像
は
威

風
堂
々
と
し
、
騎
馬
す
る
政

宗
公
の
姿
は
ど
の
角
度
か
ら

も
絵
に
な
る
像
で
し
た
。
今

回
ご
帰
還
す
る
政
宗
公
騎
馬

像
の
墨
絵
を
河
北
新
報
社
か

ら
依
頼
さ
れ
、
私
な
り
に
大

切
に
し
た
の
は
政
宗
公

の
独
特
な
風
貌
や

躍
動
す
る
筆
致
で
、蘇
っ
た
政
宗
公
を
描
く

しげもと本特集表紙
墨絵作者 茂本ヒデキチさん
Profile
日本の画材「墨」によりスピード感あるタッチで、アスリート
やミュージシャンなどを描く墨絵アーティスト。雑誌の表紙・
ポスター・広告など国内外で活躍している。愛媛県出身。

空
気
感
で
す
。
宮
城
県
民
の

み
な
ら
ず
全
国
民
に
人
気

の
武
将
。
今
に
も
動
き
出

し
そ
う
な
こ
の
像
を
さ
ら

に
躍
動
す
る
筆
致
で
描
け

ば
、
蘇
っ
た
騎
馬
像
が
新

し
い
政
宗
公
に
な
る
の
で

は
と
気
持
ち
を
込
め
、
一

気
に
描
き
上
げ
ま
し
た
。
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■参考文献…『図説 伊達政宗』仙台市博物館編（河出書房新社）
／『特別展 伊達政宗－生誕450年記念』（仙台市博
物館）／『城下町仙台ポケットガイド』（仙台市博物
館）／『ジュニア版 伊達政宗』（仙台市博物館）

左記文献をもとに
河北新報社にて
年表作成

伊達政宗公の生涯

８月３日、米沢城（山形県米沢市）に生まれる

資福寺（米沢）の住職となった虎哉宗乙を
師とする

織田信長、足利義昭を追放。室町幕府が滅亡

元服し政宗と称する

父・輝宗に従い、相馬氏との戦で初陣を果たす

本能寺の変で織田信長死去（49歳）

父・輝宗より伊達家の家督を相続

摺上原の戦いで勝利し、芦名氏を滅ぼす

豊臣秀吉が小田原の北条氏を滅ぼし、
全国統一

豊臣秀吉の命により米沢城に移る

豊臣秀吉より大崎葛西地方を与えられ、家臣・
町民と共に岩出山（宮城県大崎市）に移る

豊臣秀吉が朝鮮出兵を行う（文禄の役）

豊臣秀吉が再び朝鮮出兵を行う（慶長の役）

豊臣秀吉死去（63歳）

徳川家康が石田三成らの軍を関ヶ原で破る

仙台城普請の縄張り始めを行う

仙台城に入る

岩出山から家臣・町人が仙台城下へ移住

徳川家康、征夷大将軍となり江戸に幕府を開く

登米郡で北上川改修工事が始まる

塩竈神社・大崎八幡宮・陸奥国分寺薬師堂を
造営

松島瑞巌寺造営

仙台城大広間造営

支倉六右衛門常長ら慶長遣欧使節が月浦
（宮城県石巻市）から出帆

幕府がキリスト教を禁止

大坂夏の陣。大坂城が落城。豊臣氏が滅亡

徳川家康死去（75歳）

支倉六右衛門常長が仙台に帰着
領内でのキリスト教を禁止

川村孫兵衛重吉が北上川改修工事を
完成させる

若林城へ移る

この頃、仙台城下の四ツ谷堰が完成

幕府が武家諸法度を改定。外様大名に
参勤交代を命じる

5月24日、死去。遺骸は経ヶ峯に埋葬

前年秋に起工した政宗の霊廟・瑞鳳殿が完成

元号西暦 年齢 主な出来事

青文字＝全国の主な動き

History of Date Masamune

仙台市博物館は改修工事のため休館中。2024年4月再開予定


